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この本はそのまま読むことが困難な方のために、営利を目的
とする場合を除き、｢録音図書｣「拡大写本」等の読書代替物
への媒体変換を行うことは自由です。製作の後は発行人へご
連絡をください。

編集後記
▼今号は前号に続き、計 6本の論文・書評論文・論文翻訳を掲載することができました。コロナウィルス
感染予防の観点からオンラインの編集作業が昨年度から継続されることを受け、顔を合わせることがなく
ともだれもが投稿しやすい編集体制に改めるように委員間で話し合いを重ねてきました。具体的には、投
稿経験のある院生に投稿過程でわかりにくいと感じる部分をヒアリングし、これらを反映する形で配布資
料の加筆・修正を行ったほか、オンラインの投稿者会議でもこれらを周知しました。例外的な措置が相次
いだにも関わらず、先生方や投稿者の皆様をはじめ、今号に携わってくださった皆さまは、大変に協力的で、
作業をスムーズに進めることができました。コロナ禍においては人と人とのつながりを維持することが難
しいとされますが、『年報』が社会学研究室全体をつなぐ一つの役目を果たしていたのではないかと感じて
おります。最後に、今号の完成に至るまでご支援いただきました研究室内外のみなさまへ、心よりお礼申
し上げます。 第 29 号編集委員　D3　大木香菜江　D2　劉恒宇　M2　小梢みなみ　M2　佐藤慧

▼今学術論文を書くようになって 40 年。つくづく思うのは、文章が下手になったなあ、ということだ。学
術論文の規格に合った文章を書けるようになればなるほど、一般人から見ると、とっつきにくい、響かな
い文章になっていくような気がする。法学者の文章を読むと、皆が守らないとならない法律の話なのに、
なぜそこまでわかりにくく書くのかと、つい笑ってしまうことがあるが、いやいやこれは他人事ではない。
社会学を含む社会科学の研究成果は、社会の人々に読んでもらい、「社会的事実」の形成にほんの少しでも
寄与してこそなんぼだ。もちろん論旨が不明瞭だったりごまかしがあったりする文章は論外なので、ピア
レビューや指導に耐え、一般人とは一線を画した専門家となる訓練は必要だ。しかしそのうえで、人に届
く、自由闊達な、多彩な言語表現を試みてもいいではないか。つまり、心の欲する所に従ってのりをこえず、
の境地をめざしたい。（まだ何年か早いかな。） 落合恵美子

 『京都社会学年報』編集委員会　代表　太郎丸博
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